
広報かみのかわ 28.7.1 12

【
熱
中
症
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】日
ご
ろ
か
ら
，バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
適
度
な
運
動
で
、暑
さ
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

上
三
川
町
老
人
保
健
福
祉
施
設

整
備
法
人
の
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、「
上
三
川
町
高
齢
者
支
援
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」に
も
と
づ
い
て
、老
人
保
健
福

祉
施
設
を
設
置
す
る
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
整
備
す
る
施
設
＝

　

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
（
29
名
・
3
ユ
ニ
ッ
ト
）

　

認
知
症
対
応
型
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
12
名
）

▼
整
備
時
期
＝
平
成
29
年
度

▼
応
募
資
格
＝
栃
木
県
内
に
主
た
る
事
務
所
又

は
営
業
所
等
を
有
す
る
既
存
の
法
人

▼
募
集
要
項
配
布
期
間
＝

　

7
月
1
日
（
金
）〜
８
月
31
日
（
水
）

　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
募
集
要
項
配
布
窓
口
＝

　

上
三
川
町
保
険
課　

高
齢
者
支
援
係

※
募
集
要
項
等
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
説
明
会
＝

　

７
月
22
日
（
金
）　

午
後
2
時
〜

　

上
三
川
町
庁
舎
三
階　

中
会
議
室

※
参
加
希
望
者
は
、所
定
の
用
紙
に
よ
り
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

保
険
課　

高
齢
者
支
援
係

　

56

9
1
0
2

☎

「国民年金保険料免除制度」について
　収入の減少等により保険料を納めることが経済的に難しいとき、前年の所得が一定以下の場合、
申請手続きによって承認されると、国民年金保険料の全額又は一部が免除されます。それぞれの免
除には所得制限があり、基準は世帯の構成人数等状況により異なります。
　国民年金保険料の一部を免除する一部納付制度の適用を受けても、納付すべき一部保険料を納付
されない場合、免除の期間とはならず未納期間となります。未納期間があると障がいや死亡といっ
た不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取る事ができなくなる場合がありますので、ご注意くだ
さい。

▼受付＝７月１日(金) ～
▼免除承認期間＝平成28年７月～平成29年６月分
▼必要なもの＝・印かん　・年金手帳など基礎年金番号がわかるもの
　・代理申請の場合は運転免許証など
　・離職による免除を希望の場合は離職票又は雇用保険受給資格者証
▶問い合わせ先＝保険課　国保年金係　☎569134

　　　　　　　　宇都宮西年金事務所　☎028(622)4281

所得基準 月々の保険料
保険料を全額納付した場合
と比較した年金額

全額免除 （扶養親族の数＋１）× 35万円＋ 22万円 0円 1/2

1/4 納付 78万円＋（扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等） 4,070 円 5/8

半額納付 118万円＋（扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等） 8,130 円 6/8

3/4 納付 158万円＋（扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等） 12,200 円 7/8
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【
熱
中
症
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】自
分
だ
け
で
な
く
、周
り
の
人
が
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

◎
紙
類
・
プ
ラ
・
白
色
ト
レ
イ

の
出
し
方
に
つ
い
て

・「
そ
の
他
の
紙
」を
出
す
時
は
･
･
･

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
出
す
場
合
↓
フ
タ
を

折
り
込
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
袋
に
入
れ
て
出
す
場
合
↓
袋
の
口
を
し
っ

か
り
閉
じ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」を
出
す
と
き
は
･
･
･

　

ひ
も
で
十
字
に
し
ば
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。バ
ラ
バ
ラ

の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
風
が
強
い
日
な
ど
は
、紙

類
が
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。出

し
方
の
再
確
認
し
て
、ル
ー
ル

を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
プ
ラ
・
白
色
ト
レ
イ
」を
出
す
時
は
･
･
･

　

プ
ラ
は
で
き
る
限
り
汚
れ
や
食
べ
か
す
な
ど

を
き
れ
い
に
取
り
除
き
、透
明
か
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

白
色
ト
レ
イ（
色
・
模
様
の
な
い
白
い
ト
レ
イ
）

は
水
で
軽
く
す
す
い
で
汚
れ
な
ど
を
軽
く
ふ
き

取
り
、透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

色
・
模
様
の
あ
る
ト
レ
イ
は
プ
ラ
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
・
資
源
物
は
朝
の
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

住
民
生
活
課　

生
活
環
境
係
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下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
利
用
上
の
注
意

下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に
流
せ
な

い
も
の

　

下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、し

尿
及
び
生
活
雑
排
水
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。ご
み
や
野
菜
く
ず
、油
類
、農
薬
、揮
発
性
の
物

質
等
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
右
記
の
も
の
を
流
し
た
こ
と
に
よ
り
排
水
管
が

詰
ま
っ
て
し
ま
う
事
故
が
発
生
し
、多
額
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
場
合
、宅
内
の
排
水
設

備
の
修
繕
費
用
に
つ
い
て
は
お
客
様
負
担
と
な
り

ま
す
。ま
た
、本
管
で
あ
っ
て
も
、お
客
様
の
過
失

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、復
旧
に
要
し
た
費
用
を
お

客
様
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

飲
食
店
等
で
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い

る
方
へ
の
お
願
い

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
、排
水
に
含
ま
れ
る
油

脂
分
や
ご
み
な
ど
を
取
り
除
く
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。定
期
的
に
清
掃
し
な
い
と
グ
リ
ー
ス

ト
ラ
ッ
プ
の
機
能
が
低
下
し
、排
水
設
備
の
詰
ま

り
や
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
清
掃
は
毎
日
１
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
少
な
く
と
も
週
に
１
〜
２
回
浮
い
た
油
を
す
く

い
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
少
な
く
と
も
年
に
４
〜
６
回
沈
殿
し
た
汚
泥
を

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

上
下
水
道
課　

業
務
係　
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日
光
を
揺
る
が
し
た
大
地
震
か
ら
40
年
後
。

１
７
２
３
年
（
享き
ょ
う
ほ保
８
）
９
月
９
日
。
東
日
本
全
体
に

及
ん
だ
と
い
わ
れ
る
暴
風
雨
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
湖

を
せ
き
止
め
て
い
た
土
砂
が
つ
い
に
決
壊
。
溜
め
込
ま

れ
た
水
は
本
流
の
鬼
怒
川
を
流
れ
く
だ
り
ま
し
た
。

　

放
出
さ
れ
た
濁
流
は
川
沿
い
の
村
々
を
巻
き
込
み
な

が
ら
流
れ
下
り
、
宇
都
宮
に
ま
で
甚
大
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
こ
の
時
の
被
害
者
は
、
流
域
全
体
で
千
人
を

越
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

渓
谷
美
で
有
名
な
龍
り
ゅ
う
お
う
き
ょ
う

王
峡
は
こ
の
洪
水
で
川
底
が

え
ぐ
ら
れ
た
た
め
に
出
現
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
風
景
は
、
そ
の
姿
の
後
ろ
に
水
の
力
の
恐

ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
、
上
三
川
の
被
害
に
つ
い
て
は
伝
え
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
鬼
怒
川
・
田
川
沿
い
に
大
き
な
被
害
が
出

た
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。

　

日
光
で
起
き
た
地
震
。
40
年
後
の
大
雨
。
一
見
上
三

川
と
は
無
関
係
な
災
害
も
、
こ
の
地
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

第
四
話　

五
十
里
洪
水(

二)

上
三
川
の
自
然
災
害

日光市の龍王峡

良い例


